































































































































































































































何度も琉球王府の役人に嘆願し、時に強硬 姿勢を取りつつ琉球における布教許 要求を繰り返しいた。しかし、キリスト教禁制の前に彼の願いはつい 叶うことなく、フォルカードとオーギュスタ
（0（






















































































いはありつつも、フランス人宣教師達 こと布教 関しては彼 一線を画してい 。　
このように、ベッテルハイムとは対照的に表立った布教活動を慎んでいたルテュルデュとアドネで





















ドネは話し合いすら拒否し、最終的に琉球語の教授自体が一時中断する事態となった。その後、琉球語教授は約四か月ほどの時を経てルテュルデュとアドネからの申し出によって再開されるが、管見の限り琉球語教授の再開以降ルテュルデュとアドネがこ 話題を蒸し返 た形跡はない。こうして彼らの布教準備は琉球王府によって最終的には阻まれたものの、ここに彼らの布教 対する積極性を見出すことができよう。　
こうした通事達との摩擦や琉球王府の対策に際し、ルテュルデュとアドネは時に怒りを隠さず「打













































































































































の葬儀は、たとえ埋没地がキリシタン禁制下の琉球であっても、残されたルテュルデュによって彼らの流儀で行われ 事は想像に難く い。そして実際、琉球に一人残されたルテュルデュはアドネ 葬儀一切をキリスト教式に執り行った。以下、彼自身 記録から、アドネの葬儀の様相をみていこう。
（一八四八年七月）三日の朝、派遣された三人の役人が、全員白装束を着た行列の先頭になっ
（（1 一九世紀中葉の琉球における宣教様相とキリシタン禁制






























































ubois de Jancigny ）が一八五〇年に出版した『日
本、インドシナ、ビルマ帝国（或いはアヴァ） 、アンナン（もしくはコーチ・シナ） 、マレーシア半島等、セイロ 島） 』の記述をみてみよう。彼はこの本の中 「琉球島」という一節を設け、その中で一八四四年のアルクメーヌ号来琉以降、琉球に留置された宣教師達についても概観し、以下のように
（（（ 一九世紀中葉の琉球における宣教様相とキリシタン禁制
評価している。





































































め一八四〇年代に滞琉した宣教師達が西洋におけ 琉球王国に関する認識を進展 せ、琉球王府もルテュルデュ、アドネ、ベッテルハイムに対して琉球国内 事情を非常によく知っていると憂慮するほどであったから この紹介文は一八四〇年代琉球における宣教師達の滞在状況を見事 言い表した一文であるといえよう。右 引用部の直後、この紹介文の著者は琉球における「外国人排斥やキリスト
（（（





















































































もしくは関わった者同士の情報交換が積極的に行われておらず、また宣教師達の琉球上陸 関しても十分な対策・対応がとられていな ったと えよう。　
それでも一八五五年末、琉球とフランスとの間で協定（
C
onvention entre la F
rance et les îles 
L
ieou-khieou ）が結ばれた。周知のようにこの協定はフランス側から批准されることはなかったが、




































































佐々木勿來「 『琉球保護国國』に對する佛國の侵略的意圖」 （ 『歴史公論』第二巻第五号、 第七号、 一九三三年） 、赤尾藤市「仏国の琉球開港要求と江戸幕府の対策」 （ 『史林』第二十五巻第三号、一九四〇年）等。
（
（） 

























eligion de Jésus" (Iaso Ja-K















a : a study of the first P
rotestant m














佐藤直助「幕末に於ける佛人宣敎師の活動（一） （二） （三） 」 （ 『文化』第三巻第二～四号、一九三六年） 、畠中敏郎「フォルカードとル・テュルデュ─沖縄の切支丹復活─」 （南島史学会編『南島─その歴史と文化─ 』第一書房、 一九八〇年） 、 同前「第二次フランス宣教師団と沖縄」 （ 『天理大学学報』第一五一巻、 一九八六年）
（
10） 
畠中敏郎「沖縄の切支丹復活─フォ カード神父の書簡─」 （ 『
E
tudes françaises 』第九巻、一九七一年） 、



































ichild (article sans nom
 d'auteur). « C
am
pagne de la corvette l'A
lcm
ène sur la 
côte nord de C
hine et aux îles L
iou-tchou, en avil, m
ai, juillet et août 1（（（, par un élève de la m


















































19） 「案書」 （一三四一号） 『琉球王国評定所文書』第二巻、一五六頁。
（






























































平（注２）前掲論文「琉球『歴代宝案』解題および若干の収録史料について（八） 」 、 ル・ルー・ブレンダン「幕末におけるフランスの『親幕派』の形成過程─宣教師間の関係を中心に」 （ 『史海』第五六号、 二〇〇九年）等。
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（（） 「ルテュルデュ 「琉球 （沖縄） 日記」 」 （ 『基礎的研究』 琉球大学法文学部、 二〇〇〇年） 一〇三、 一〇四頁。以下 「ルテュルデュ日記」と略記。
（
（9） 
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という問答が想定されていることから、この時期には既に言語の授業が開始されたとみてよいだろう（ 「進貢船仕出日記」 （一三八〇号） 『琉球王国評定所文書』第二巻、三九一頁） 。セシーユの琉球退去が一八四六年閏五月二四 （旧暦）なので、来琉後それほど間をおかずにレッスンが始められているようである。また一八四六年の十月二一日付 旧暦）文書では、ルチュルデュ、アドネ、そして英国人ベッテルハイムは琉球文を大体知っているので、書 などを彼らの目に触 させないよう 、と琉球王府が警戒し 様子が読み取れる。 （ 「英人来着日記」 （一三八八号） 『琉球 三 一一四 。 ）
（
（（） 「ルテュルデュ日記」 、一〇八、 一〇九頁。
（
（（） 
ルチュルデュ、アドネのもとに派遣された通事たちは首里、久米村の通事たちが大半であり、残りの少数は那覇からの派遣であった。通事達の勤務期間は確認できた限りで最短で二週間、最長では五ヶ月以上、延べ二十五人以上に及び、フランス人宣教師達から「キリスト教本の琉球語訳を教えてくれなかった」 「気に入らない」 、 「正直ではない」 、 「嘘を教えた」等という理由から罷免されている。また原因不明のまま解雇を言い渡されることもあった。 （拙修士論文
 «  C
om
paraison entre les conditions de séjour aux R
yûkyû de 
F
orcade (1（（（-1（（（) et de L
e T
urdu et A








tudes en Sciences Sociales, （01（. 参考）
（











inistre de la M
arine et des C
olonies. E
xtrait : visite de la vision aux îles L
ou-
tchou (1（ octobre 1（（（) » として『西洋の出会った大琉球』第一期、第五巻に所収。 ）
（




































（（） 「仏朗西人来着日記」 （一三九八号） 『琉球王国評定所文書』第四巻、一七七頁、二〇六頁。また琉球側は正月一日（旧暦） 、ルテュルデュとアドネと共に年始の祝いをし、フランスの正月も共に祝っている。
（





この第一回目の小旅行はルテュルデュとアドネが連れだって出発したが、結核を患っていたアドネはその日のうちに天久寺へ戻っている。この小旅行の出発日は旧暦一八四七年七月二十日とされてきたが（ 「仏朗西人来着日記」 （ 三九八号）解題『琉球王国評定所文書』第四巻、一三五～一三八頁） 、七月二十日付（旧暦）の文書には「昨日入時分（中略）仏人両人寺出立候（中略）神父小者（中略）番所江参り一宿いたし（後略） 」とあることから、 十九日の日没頃に出発したと考えるのが妥当であろう（ 「仏朗西人来着 記」 （一三九八号）『琉球王国評定所文書』第四巻、一三九頁。尚、同一六一～ 六六頁にはこの小旅行の詳細な報告が挙がっているが、その記述においてもルテュルデュとアドネが天久寺を出発したのは七月十九日暮時分であることが確認できる） 。
（（（
（
（（） 「案書」 （一三八七号） 『琉球王国評定所文書』第三巻、六八頁。
（






（（） 「ルテュルデュ報告書」 、一三四、 一三五頁等。
（
（（） 
琉球側がルテュルデュとアドネの宗教的行動をどこまで詳しく見分していたのかは定かではなく、琉球側がそれと知らないうちに彼らが宗教的行為を行っていた可能性は多分にある。 例えばルテュルデュの記録から、病床にあったアドネは死の直前まで毎日聖体拝領を続け、聖務日課を行っていたことが確認できるし、ルテュルデュはアドネの死の直後「午前一時を過ぎて礼拝できるという我々の特権によって、祭壇に上る準備をした」 （ 「ルテュルデュ報告書」 、 三五頁）とも記している。ルテュルデュのいうこ 「特権」については、琉球側から午前一時以降であれば祈ってよいと許可された、あるいは彼らが聖職者として日々行っていたと考えられる聖務日課のことを指す、という二通りの解釈が可能で が、おそらく後 であろう。 のように彼らは滞琉中、毎朝の祈りだけ なく、一日のうちいつでもどこ も神への祈りを捧げていたと考えられる。
（
（（） 









（0） 「案書」 （一三九六号） 、 『琉球王国評定所文書』第四巻、三二頁。
（
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« M






ission du Japon Iles L
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ieou. », p. （9（.
（
（（） 
この時代の西洋における日琉・中琉関係の認識については、拙論「一九世紀中葉の西洋と琉球─フランス語史料にみる琉球所属認識並びに対外政策認識 変遷─」 （ 『
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